
こうさくてつ

ン③が回転し ， プレ ー キ刺l⑮が回転して， プレーキトソグ⑪を

急速に軌条にかみ合わせる。

(3) ( 1 )によりク ラ ッチ⑥がかみ合うと ， クラッチ⑥は ， 111刺l

⑫にキ ーで止めてあるために車輸の回転力は， チェー γ⑬を経

て摩擦クラッチ⑪に力を伝え，プレー キ制I@)を回転して， 締付

ねじ⑮を介して ， プレ ー キト γグ⑪を軌条に締めつけて H~J lIllJ作

用を行うものである。

(4) 車錐;が足踏ベダノレを踏めば，鐙②を抑えているピ γが引

きもどされて，ロ ープ切断の場合と同様に動作する。

(5) プレーキ緩解の場合は制I@)を逆に回転し， ばね③を圧し

て速動部のカムをも と の位1白にもどせばよい。

手用制即J裟i立は図 5 のような榔造であり ， ハンドノレ①を矢

印方向に回転すると，傘歯JI1により刺l⑮は回転し，鎖111⑪⑫お

よびローラチェ ー ン⑬により，プレーキ刺l⑭が回転され，締付

ねじ⑮が矢印方向に開きプレーキト γグ⑮は， 軌条をつかみ制

lIiJJ作用が行われる。

3 セレ ッ チ・タンファニー形制動装置(図ー7 ・ 8 ・ 9)

7 セ ν ッチ ・ タ γ フアユー形自動1"J動装也

この形の自 lfUJ 11~J lIiJJ 8 セ ν ッチ ・ タソファニー形制動子部分

裟位は空気溜に貯え

られた圧縮空気によ

って加圧された泌を

用い，制U 1fUJ筒に油圧

を送って， 制動簡は

J1jl絡を拘1 し出して，

lUIJ lIiJJ子を軌条頭部の

ある。

前 2 形と迷う点は，

前 2 形では軌条頭部の

9. 鋼索鉄lUのlIöJ!J!iJ裟世(セレッチ ・ タ γ フアニー形)

制民二官s

~-Iし

側聞をつかむが， この形のものは上下簡をつかむ点である。

またこの形のものは圧縮空気を利用しているので 2 丙ìili結

を行う場合に簡単に行えるものである。

その構造は凶ー7 ・ 8 のようなものであり ， a市動作用はっき.の

ょうである。

(1) ロープの強力がゆるむかまたは切断すると，これに釣合

っていたばね①の1員力により，布rìl功索②が引狼られて掛金③が

はずれる。

(2) 掛金③がはずれる と，クランク@がばねの力により，パ

ルプシ リンダ⑤の弁⑥を抑して ， i自槽(そう)⑦にある illIは圧縮

空気により ， パルプシ リンダの弁を通り ， n~J動筒③の中に庄入

する。

(3) 制服J簡に圧入された圧力油は，ピストソを押して }111俸③

を押し出し，上部ロ ー ラ⑪および下部ローラ⑪の間に撲を押し

込んだと向様な作用をして， 上部制動子⑫および下部制動子⑬

をレーノレに押しつけて制動作用を行うものである。

(4) 車掌が急(1;1111の必要を認めた場合は， ζ の形では足踏ベ

ダノレでなく ， 111掌台のロープを引~って ， 掛金③をはずすこと

により，ロープ切断の場合と同様の動作をするものである。

手用制動装置は凶-9 のようなものである。

この形の制動装1丘には，制l糟および空気溜の圧力が規定圧力

以下に下った場合は，巻場所に自動的に述給するための圧力ス

イッチが取付けられている。ー」鋼索鉄道HJ巻揚機。(秀平一夫)

こうさくてつどうのほあんそうち 鋼索鉄道の保安装置

鋼索鉄道は急勾自己(きゅうこうばい)路線上をロ ー プによって運

転されるので，巡転中 f;:~~í12 ， 巻十島儀用1ßlIiJJ僚の過負荷， 治速度，

ロープの切断または弛緩(しかん)および巡転手の誤運転等の際

に，自動的に'í1t動機ft1溺{を し ぞ ↓析するとともに， 巻揚俄または

車両の jt1j動僚を励1'1'させて，運転を停止する裟i改を設けてその

安全を確保するようになっているの

1 巻湯機室内の保安裟世

(1) 停電の湯合

運転中停電になると ， 自動的に配電盤の illI入しゃ断然がしぞ

附され， 同時に巻協後の非常伽l動機の折1上段が動作して， 非常

{間動がかかり運転を停止する。

この場合ふたたび送電しでも ， 主幹制御慌をいったん零位置

にもどさなければ， 巡転できないようにな ってい る。

(2) 巻銭信器用 111卸J織の過負荷の場合

電動揺量盤のì/，;\ flI昔fE継'í1t総が働き，油入しぞ断官誌が動作して非

常 lLîJ ilめがかかる。

(3) 巻惨軽量の速度(すなわち車両の速度)が限度をこえた場合

上下車両の荷量の不均衡がはなはだしいときなどに過速にな

るが，規定速度をこえた場合， 電動揺器輸に設けられた遠心動調

述織が動作して ， ìlÍl入しぞ院rr 一得をしゃ断して， 非常制動僚が動

1'1'す る。

(4) 運転手が緊急停車を必要とした場合

この場合運転室内の足踏開閉総を踏めば，非常用

電流継m総が動作して非常制動がかかる。

なお足踏によって，僚滅的に非常制動畿を動作さ

せるようなものもある。

2 山頂停留場の保安装置, 
ヨ (1) 111両が停留場に進入する場合

自 車両が停留場に進入する際， 停留場の手前で滅速
主 されるのてーあるが，所定の速度以上で進入すると ，
車両の外側部に取付けられたストライカ ーが， 巻f島

器量の非常制U lIiJJ慢 と ロー プによって，連動しである第
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